
草
木
に
覆
わ
れ
た
箸
墓
古

墳
の
航
空
写
真
㊧
と
、
上

空
か
ら
の
測
量
デ
ー
タ
を

元
に
作
製
さ
れ
た
3
D
画

像
㊨

（
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
、
ア
ジ
ア
航
測
提
供
）

箸墓古墳

触

ヽ

琴
丁、J

卑弥呼の“墓所、、
3 D で ク ッキ リ

邪馬台国の女王、卑弥呼の基 ともされている
はしはか

奈良j具桜井市の前方後円墳、箸墓古墳 （3 世紀

後半、全長約 280子方）の 3 次元 （ 3 D ）画像

を、県立橿原考古学研究所と測量会社「アジア

航測」 （東京）が合同で作製 し、 5 日発表 し

た。

今年 4 月、ヘ リコプ ターで上空か ら同古墳 に

レーザー光を照射して測量し、草木のない状態

の、全体の精密な形状を再現。大正時代のi則量

図しかなかった同古墳は、前方部が 4 段とされ

てきたが、今 回の測量で 3 段 と判明 した。

また、南北の両側に階段状の「段築」が存在

する ことも初めて確認 され、後 円部］宝上 の円丘

を取 り囲むように、 ドーナツ状 の盛 り土が ある

一
叫
ヽ

一

ことも分か った。・

橿考研は「形状が くっき りと確認でき、‾今後

の調査で貴重な資料 になる」 として いる。

3 D 画像は 6 ～17日、同j具橿原市の橿考研付

属博物館で一般公開されミ動画で見ることがで

きる。 問 い合 わせ は同博物館 （℡0744・ 24 ・

1 18 5 ） 。
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レーザー測定で作製された西殿塚古墳の 3 D 画像 （橿考研、アジア航測提供）

天理 の
西殿塚古墳

通
路
中
央
部
に
窪
み

橿
考
研
、
3
D
画
像
で
確
認

は
し
は
か

県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
が
5
日
、
公
表
し
た
箸
墓
古
墳

（
桜
井
市
）
の
3
次
元
（
3
D
）
画
像
。
同
時
に
作
製
し
た
天

理
市
の
古
墳
時
代
前
期
の
前
方
後
円
墳
「
西
殿
塚
古
墳
」
の
3

D
画
像
で
も
、
前
方
部
か
ら
後
円
部
に
つ
な
が
る
通
路

の
中
央

く
ぼ

部
に
窪
み
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

橿
考
研
は
「
古
墳
時
代
初
期

の
大
和
古
墳
群
の
形
態
の
変
遷

な

ど
を

知
る

辛

が
か
り

に
な

る
」
と
し
て
い
る
。

同
古
墳
は
、
3
世
紀
後
半
～

4
世
紀
初
め
の
築
造
と
さ
れ

る
。
全
長
約
2
3
0
㍍・
で
、
後

円
部
の
直
径
は
約
1
4
0
㍍
。

宮
内
庁
は
、
継
体
天
皇
の
皇

た

し
ら
か
の

ふ
す
ま
だ

后
、
手
白
香
皇
女
陵
（
会
田

陵
）
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

橿
考
研
と
測
量
会
社
「
ア
ジ

ア
航
測
」

（
東
京
）
が
合
同
で

今
年

4
月
、
同
古
墳
に

ヘ
リ

コ

プ
タ
ー
で
上
空
か
ら
レ
ー
ザ
ー

光
を
照
射
し
て
測
定
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
方
部
か
ら
後

円
部

に
つ
な
が
る
通
路

の
中
央

部

に
窪

み
が
あ

る

こ
と

が
判

明
。さ

ら
に
、
従
来
は
東
側
が
l

段
、
西
側
が
2
段
と
の
説
も
あ

っ
た
同
古
墳
の
前
方
部
が
、
今

回
の
測
定
の
結
果
、
東
側
が
3

段
、
西
側
が
4
段
で
、
後
円
部

と
同
じ
段
数
で
あ
る

こ
と
も
確

認
さ
れ
た
。

橿
考
研
の
西
藤
清
秀
副
所
長

は

「
レ
ー

ザ
ー

測
定

に
よ

っ

て
、
西
殿
塚
古
墳
の
明
瞭
な
墳

丘
形
状
が
分
か

っ
た
」
と
話
し

て
い
る
。


